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れる中、「ソ連との兵力バランスを維持するため、見通せる将来、死活的
に重要」だと再び強く反対する。彼は、太平洋の海兵隊の役割として、世
界戦争の初期段階でアリューシャン列島を防衛することや、朝鮮半島有事
において韓国を支援すること、そしてより小さな危機において米国の意図
や決意、能力を示すことを挙げた115。
　しかもこの後、米ソ関係が悪化し、「新冷戦」へ向かっていく中で、カー
ター政権は、軍事プレゼンスを維持・強化する方針を固めていく。1979年
１月には、困難な交渉の末、米国政府が巨額の軍事援助を提供する一方で、
在比基地の自由使用を確保するという形で在比米軍基地協定改定が合意さ
れた116。さらに1979年７月には、極東におけるソ連軍の増強に対抗するべ
く、公約だった在韓米軍撤退計画の事実上の撤回を発表する。こうした中、
沖縄の海兵隊についても、ソ連に対抗し、三海峡封鎖・千島列島占領といっ
た作戦を遂行するという新たな役割が見出された117。さらにその後、米国
政府が中東を戦略上重視する中で、必要な事態になれば、沖縄から海兵隊
を中東へ出動させることも明確化されるのであった118。
おわりに
　以上のように、本稿では、日本政府が米国政府の要求する在日米軍駐留
経費の負担分担を引き受けるに至る過程を分析し、次のことを明らかにし
た。
　第一に、日本政府が在日米軍駐留経費の分担を決定する上で、これまで
示唆されてきた、カーター政権による在韓米軍撤退計画に加え、沖縄米軍
の再編問題が重要な契機となったことである。日本政府は、カーター政権
の在韓米軍撤退計画に対し、安全保障上の不安を抱いたが、さらに当時、
沖縄米軍の再編が行われていたことから、沖縄から海兵隊が撤退するので
はないかとの懸念を強めた。一方、米国政府は、このような日本政府の不
－ 44 －
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安を利用しながら、在日米軍駐留経費を引き出したのである。
　1970年代半ば以降、米国内では、沖縄の海兵隊の縮小や撤退といった議
論が主張され、海兵隊自身も、効率化のために六か月ごとのローテーショ
ン方式を取り入れる。日本政府は、在韓米軍撤退にも見られたように、海
兵隊という米国の「地上兵力」のプレゼンスを、米国による防衛コミット
メントの証拠だとして重視していた。また、沖縄では、1970年代にかけて、
米陸軍が大幅に縮小され、それに伴って日本人基地従業員の大量解雇も実
施されていた。日本政府は、この問題を放置すれば、多くの米軍基地があ
る沖縄の社会的・経済的混乱を招くだけでなく、海兵隊の沖縄からの撤退
につながると考えたのである。
　第二に、在日米軍駐留経費の分担をめぐって、日本政府内では、外務省
と防衛庁が対立した。米国政府が当初、労務費の負担分担を求めたのに対
し、外務省は日米地位協定第24条の解釈上、労務費の引き受けは困難だと
考え、施設費の負担でこれに応じようとした。しかし、防衛庁・防衛施設
庁と金丸防衛庁長官は、日米地位協定を柔軟に解釈して米国側の要求に積
極的に応えようとした。防衛庁はこの時期、日米防衛協力が進展する中で、
日本政府内や対米関係において発言力を増していた。また金丸も、防衛庁
長官となったことを契機に、安全保障問題における発言力の強化を目指し
た。さらに、在日米軍が負担軽減や沖縄米軍の再編のため、沖縄での基地
従業員の解雇を大規模に行っていたことに対し、管轄官庁である防衛施設
庁は、米国側の要請に対応する必要があったのである。
　もっとも、外務省も防衛庁も在日米軍に対する財政支援は必要だと考え
ていたことは同じだった。当時、外務省アメリカ局長だった中島敏次郎は、
回想の中で、「在日米軍をキープして、自国の防衛を確かにするための非
常に重要な手段として、日本自身のイニシアティブとして在日米軍の経費
を軽減した」と強調する119。外務省と防衛庁の双方から頻繁に連絡を受け
ていた米国政府は、日本政府の「イニシアティブ」に期待し、最終的に労
－ 45 －
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務費と施設費の両方を引き出すことに成功したのである。
　こうして開始された日本政府による在日米軍駐留経費の負担分担は、在
日米軍基地の安定化に寄与することになった。このことは、米軍基地の多
くが「集中」する沖縄で特に重要な意味を持っていた。沖縄の米陸軍の縮
小とともに、現地の基地従業員が大幅に削減されてきたが、日本政府の財
政支援によって、解雇に歯止めがかかることになった。また米海兵隊は、
ベトナム戦争後、その撤退や縮小が議論されてきたが、日本政府の経費負
担は、その維持を支えることになったといえる。
　「思いやり予算」が開始された1978年11月には、「日米防衛協力のための
指針（ガイドライン）」が決定される。このように財政支援による在日米
軍基地の安定化に加えて、自衛隊と米軍の軍事協力が推進されることにな
り、日米安保体制は新たな局面に入ったのだった。
